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この「解説」は、平成 16年 (2004年 )5月 23日 に改定した「BBS運動基本原則」

についてのもので、平成 17年 5月 21日 に制定された。その後、更生保護法の制定、

更生保護委員会・保護観察所の糸晰哉改編があり、条文等は現行に合わせたじ



BBS運動基本原則解説

《はじめに》

1.こ の解説は、BBS運動基本原則の理解を深め、それぞれの会員が実際に活

動を行う際の指針となることを願い、また、自らの活動を考える基礎となるこ

とを願って作成するものである。

2.この解説は、様々な社会環境の変化の中で、現在のBBS運動やその活動対

象となっている少年達の状況を踏まえ、それぞれの会員が理解しておくべき基

本的な内容を示すものである。

3.こ の解説は、BBS運動を取り巻く社会環境に即して基本原則や解説の内容

を改訂すること、また、地域の実情に合わせて、合理的な範囲内で読替や解釈

を行うことを容認しているが、その際の基本となる考え方を示している。

《基本原則》

第 1章 BBSの 定義

1.BBSの 目的・定義

(1)BBS運動は、非行少年や社会不適応少年のいない、犯罪や非行のない

明るい社会の実現を目的とする。

《解説》

BBsと は、Big BrOthers and Big Sistersの 略称である。

非行少年とは、犯罪少年 (少年法 3条 1項 1号 ).11、 触法少年 (同項 2号 )121、

虞犯少年 (同項 3号 )(3}、 及び警察官職務執行法に基づき定められた少年警察活

動規則 2条 6号に記載されている行為を行った少年+41をいう。

具体的に|ま、以下の通 りである。

(1)犯罪少年とは、刑法及び刑事特別法が規定する罪を犯した少年

(2)触法少年とは、14歳に満たないで刑罰法令に触れる行為をした少年

(3)虞犯少年とは、次に掲げる事由があって、その性格又は環境に照して、将

来、罪を犯し、又は刑罰法令に触れる行為をする虞のある少年をいう。
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1 保護者の正当な監督に服しない性癖のあることこ

2 正当の理由がなく家庭に寄り附かないこと=
3 犯罪性のある人若 しくは不道徳な人と交際し、又はいかがわしい場所

に出入 りすること。

4 自己又は他人の徳性を害する行為をする性癖のあること=
(4)不良行為少年とは、次の行為を行った少年を指す。

1 飲酒、喫煙、けんか、盛 り場徘徊、深夜徘徊、怠学、怠業、家出、そ

の他自己又は他人の徳性を害する行為

2 上記の行為を複数若しくは反復継続 して行っている場合は、虞犯行為

として認定されやすい

社会的不適応少年とは、一般には、不登校151、 引きこもり161、 かんもく(紋黙)17,、

その他社会生活への適応が困難となっている少年を指すが、ここでは、児童虐

待の被害者となっている少年や犯罪やいじめの被害に遭っている少年等をも含

む。

(5)不登校とは、かっては、非行の前段階の行為として、将来非行に結びつく

虞がある行為とされていたが、その原因には様々な理由があることから、近年

では、文部科学省等でも問題行動ではなく、自分探しに必要な行為の一つと肯

定的な評価を与えている。文部科学省は、不登校を
「何らかの心理的、情緒的、

身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるいは登校したくとも

できない状況にあるため、年間 30日 以上欠席 した者の内、病気や経済的な理由

による者を除いたもの」と定義 している。

(6)引きこもりとは、引きこもることによつて、強いス トレスを避け、仮の安

定を得ている。しかし同時に、そこからの離脱も難 しくなっているというとこ

ろに特徴のある、多様性を持ったメンタルヘルス (精神的健康)に関する問題

であり、様々な要因によって社会的な参加場面が狭まり、就労や就学などの自

宅以外での生活の場が長期にわたつて失われている状態をいうこ

生物学的要因が影響 している場合には、専門的な治療も必要なことから、安

易な関与は避けるべきであり、心理的、社会的側面や背景も複雑にからんでい

ることも多く、この場合の引きこもりへの援助活動は、BBSの活動対象として

はそぐわないと考えるべきである。



(7)絨黙とは、人に対して関係を開ざしているもので、これには、場面絨黙と

完全繊黙の二つがある.前者は、特定の個人に対して関係を開ざしているもの

であり、後者は、総ての個人に対して関係を開ざしているもので、場面紋黙に

比し、対応が困難とされている。

犯罪や非行のない明るい社会に暮らすことを、我々は求め続けているが、そ

の時代時代の社会環境によって十分な成果を挙げて来られてはいないc現在で

は、居場所を失った多くの子ども達が、子どもの健全な成長にとっては必ずし

も良い影響を与えない社会環境に逃げ場所を求め、その結果非行に陥ったり、

いろいろな事件の被害者となっている。

犯罪や非行のない社会とは、子どもも大人も安全で、自由で、かつ安心して

生活できる地域社会を最小単位 として構成された社会であるc

(2)BBSは、少年の自立支援のための青年ボランティアである。

《解説》

少年の自立とは、将来自分はどの様な人間として生きていくのか、そのため

に今何を為すべきかを模索し、悩み、自己実現していくことをいう。

青年ボランティアとは、その主体が青年層で構成されているボランティア181

を指す。具体的な実践活動を行 う上では、青年層が主体となることとなるであ

ろうが、近年、青少年の健全な社会化を促進する上で不可欠な縦の人間関係が

希薄となり、社会的なルールを内面化 しきれていない事を背景とする社会問題

が多くなっていること、会員そのものも異年齢接触による自己啓発の必要なこ

とも垣間見られること、後に述べる関係機関
。団体等との良好な関係を構築・

維持 していく必要等の理由から、広範な幅のある層が自主的に責任をもって参

加 していることが望まれる.

(8)ボランティアとは、ラテン語の voluntarlusと いう
「自由意志」を意味する

ことばが語源となっている。ボランティア活動の基盤をなすボランタリズムで

は、その行為の「主体性」や
「自主性」が重んじられてきたが、たんにボラン

ティア活動を行 う自発性という意味だけではなく、そこには個人の思想や行動

が公権力から独立し、自由であるという側面も含まれている。つまリボランテ
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ィアは、個人の意思や責任において活動を行う自由な市民という意味でもある。

ボランティア活動には、直接、問題解決に取り組む 「サービス型」と、社会

制度の改廃や世論形成に取り組む 「アクション型」の活動形態があり、両者が

統合的に展開されれば市民の自治活動としても位置づけられる=なお、一般に

無償活動と理解されているが、無償の概念に実費弁償などを加えると非営利有

償活動との差は相対的な違いとなるcそこで最近は対価の授受に関係ない表現

として「市民活動」の用語も使われる。

これに関して、近年、ボランティアと同様の活動を行うこと|こ対して、いく

ばくかの報酬を得る形態を総称して有償ボランティアとよぶことがあるこ住民

が、住民参加型在宅サービス提供団体などに参加、登録し、その正体の福祉サ

ービスの担い手となり、一定時間の活動に応じ報酬を得ている場合などが典型

である。

2.運動の理念

BBS運動の理念は、友愛とボランティア精神を基礎とし、少年と同じ目の高
さで共に考え学びあうことである。

《解説》

友愛 (フ ラテルニテ)と は、相互に相手にとって良きことを願いあう兄弟愛・

隣人愛から、さらに人間全体をも同じ仲間として共感し包みこもうとする観念

をいうc自 由 (リ ベルテ)。 平等 (エガルテ)と 並びフランス革命の標語の一つ

とされ、人権思想や近代民主主義の基礎となっていった概念である。

ボランティア精神とは、Volunteer・ Spiritや Volunteero Mindと 呼ばれることが

あるが、ボランティア活動の精神である自由意志、自発性、無償性、先りF性、

連帯性などを表す際に使われることばである。

同じ目の高さとは、BBS会員が、少年と同じ目線に立つことによつて1目互理

解と信頼関係が形成され、それがともだち関係を形成するための基礎となるこ

とを指すものである。また、ともだち関係に立ち、共感的理解を得ることは、

上下、指導と助言、命令と服従等の関係にある場合には困難であることを意味

している。






























